






















































試験区 作付の有無 パリヤーの有無とその内容 テソシォメーター設置の深さ（cm） 地中温度計
A区 作付区 ・ミリヤー幅30cm　埋設深30　cm7，5　17。5　27．5 配置
B区 作付区 バリヤー幅60cm　埋設深45　cm7．5　　17．5　　27．5　　37，5　　42．5 一
C区 作付区 パリヤー幅60cm　埋設深30　cm7．5　17．5　27．5 配置
D区 作付区 バリヤー幅60cm埋設深45　cm7．5　　17．5　　27，5　　37．5　　42．5 一
N区 標準区 作付・バリヤー無し 7．5　　17．5　　27．5　　37．5　　42．5　　60W0　100 配置
E区 裸地区 バリヤー幅60cm　埋設深45　cm7．5　　17．5　　27．5　　37．5　　42．5 配置








































































































































































































































































差の計 △2．48 11．49 △1．72 △592 △13．11
0 23．17　　0，44 19．73　　2。1618．77　　0．2216．60　△0。8215．41　△1．86




差の計 △0．93 12．13 △0．52 △4．58 △9．58
0 23．73　　1．00 20．22　　2．6519 8　　1．1317．77　　0．3516．87　△0．40
5 22．53　△0．2019．66　　2．09 18．38　△0．1716 23　△1．19 15．02　△2．25
バリヤー区 10 22．65　△0．0819．88　　2．3118．18　△0．37 16．07　△1．3514 67　△2．60
（C区） 15 22．34　△0．39 20．26　　2．6918 　　0．1417．00　△0．4215．71　△1．56
30 22．44　△0．29 20，63　　3．0618 92　　0．3717．47　　0．0516．25　△1．02
差の計 0．04 12．80 1．10 △2．56 △7．83
旬間気温 平均 22．73 17．57 18．55 17．42 17．27

































































雨 期 小　　雨 期 全期間
9月 9月 10月 平均 標準 10月 10月 平均 標準 平均 標準
深度 中旬 下旬 上旬 値 偏差 中旬 下旬 値 偏差 値 偏差
バリヤー区
（C区） 7．5cm2．20 1．36 1．571．71 0．49 2．05 2．72 2．400．38 2．00 0．56
17．5cm2．05 0．98 1．37 1．460．64 2．18 2．84 2．52 0．441．90 0．77
27．5cm2．22 0．780．85 1．28 0．93 2．012．77 2．41 0．451．75 0．95
バリヤー区
（A区） 7．5cm1．80 1．521．73 1．680．24 2．26 2．752．51 0．312．03 0．49
17．5cm1．91 1．49 1．65 1．68 0．362．30 2．64 2．470．30 2．010．30
27．5cm1．71 1．13 1．501．45 0．49 2．21 2．712．47 0．341．86 0．67
標準区
（N区） 7．5cm1．82 1．461．81 1．69 0．30 2．35 2．74 2．55 0．24 2．050．5
17．5cm2．04 1．45 1．82 1．770．36 2．262．69 2．48 0．252．06 0．47
27．5cm2．03 1．62 1．781．81 0．24 2．11 2．48 2．300．21 2．01 0．34
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　表一3は，表一2と対応させて，各旬別にpFの平均値と標準偏差を求めたものである。同様
に，多雨期と小雨期の比較，9月中旬から10月下旬までの対象期間全体の比較も行った。
　この結果，pF値の平均値の大きさはおおむね，バリヤー幅60　cmくパリヤー幅30　cm〈標準
区，の順序になっている。これはバリヤー区の方が標準区よりも，またバリヤー幅が大きい方
が，土中水分が多いことを示している。
　さらに標準偏差の数値からは，バリヤー区のpF変動が大きいこと，またこの変動はバリヤー
区の深い層で激しいことが知れ，バリヤー区は過湿・過乾になり易いことが推測される。
　元来水の非熱は大きいから，気温の変化にともなう地温に対しては，緩衝的な方向に作用する
ものと考えられる。
　このような観点から，表一2と表一3，および図一4の内容を吟味すれぽ，バリヤーの土壌水
分の保留機能および降雨状況と，これらに対する地温の反応との関係が，ある程度説明できるよ
うに思われる。バリヤーの設置は多分に地温上昇の方向に作用すると考えてよさそうである。
】V　お　わ　り　に
　バリヤーのもつ降雨に対する保留機能，また土壌水分の毛管上昇に対する阻害機能など，その
有利性と弱点について，ある程度明らかにすることが出来たと思われる。ただし「はじめに」で
も述べたように，バリヤーは本来保水性に乏しい地域に適用すべき技術であり，生田キャソパス
の黒ボク土圃場だけの試験では限界があることも確かであろう。この欠点を補うため，マサ土を
農水省の国営事業所から搬入し，温室にてモデル土層枠試験も実施している。次報ではこれの試
験による研究成果なども含めて報告する予定である。
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